
地球規模課題の解決を可能とする
まちづくりの方向性

つくばウエルネスリサーチ
塚尾晶子



身体活動の新定義はさまざまな社会変革に向けた重要なステップ
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従来の身体活動の定義は「骨格筋によって生成され、エネルギー消費をもたらすあらゆる体
の動き」 Caspersen et al.1985

身体活動不足が全世界の死亡に対する危険因子の第 4 位
毎年世界人口の500万人以上の死に関連しているという明白な事実

PHYSICALACTIVITY HAS MULTIPLE HEALTH, SOCIAL AND ECONOMIC 
BENEFITS AND CAN CONTRIBUTE TO ACHIEVING THE 2030
SUSTAINABLE DEVELOPMENT GOALS (SDGs).
身体活動は、複数の健康、社会的、経済的利益をもたらす。そして、2030年の持続可能
な開発目標（SDGs）の13の達成に直接貢献することができる

WHO,GLOBAL ACTION PLAN ON PHYSICAL ACTIVITY 2018-2030.2018

「健全で前向きで持続可能なコミュニティ」の政策を達成するために利用できるリソースとなり
ます。身体活動の新しい定義は、さまざまな社会変革に向けた重要なステップになる可能性
がある。 Piggin.2020

（Piggin、2020）



を超える人が増える社会

「スポーツには世界と未来を変える力がある」
－東京2020大会のビジョンより－

課題解決知としてのスポーツウエルネス学が世界に求められている

超早期に疾患の予測・予防をすることができる社会を実現、
日常生活の中で自然と予防ができる社会の実現



 

つくばウエルネスリサーチ SWC-AI健幸都市度データ(2020)より

生活習慣の改善意欲

新潟県見附市

同規模都市

見附市は健康づくり無関心層でも自然と健康になれるまちづくりに成功した？
ぴんぴんころりを可能とするまち？！

SWCバリュー

SWCバリューは、健幸都市度以外にヘルスリテラ
シーやソーシャルキャピタルなど健幸都市を評価す
る全項目から算出

同規模自治体と比較して
健康都市度が高い

しかし無関心層割合は多い

死亡原因が老衰の者の
割合が多い

全国平均8% 見附平均14%(2018)



「創造的思考力の三分の一は遺伝
である。」
ということは・・・・・

イノベーション能力の三分の二は
学習によって習得可能である。

クレイトンイ・クリステンセン他,ノベーションのDNA ハーバードビジネスレビュー,2012

SWCプロジェクトを担う社会イノベーターの存在が必要
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適切な人材育成プログラムはイノベータ力を向上させる
ウエルネスマネジメント研修受講前後の能力評価

平均（標準偏差），二元配置の分散分析

健康課題に対しての危機感・施策のビジョン、
PDCA実践力、コミュニケーション能力、人間力
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質問力、観察力、実験力、ネットワーク力

平均（標準偏差），二元配置の分散分析

125点満点中
85点満点中

塚尾(2013)
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心に火をつける

ソーシャル・キャピタルが「豊か」な社会組織の醸成

公式アカウント

健幸アンバサダーホームページ http://www.ambassador.or.jp
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健幸アンバサダープロジェクトのメディア掲載

『社会保障制度が危機にある中、原点に立ち返り自助を育む。そんな応援団が登場した。』
2017年9月16日 日本経済新聞


